「はい」、「ええ」、「うん」の形態と機能――電話の会話をもとに―― by 山根, 智恵
ー．
はじめに
— 電 話 の 会 話 を も と に
1
「はい」、
「ええ」、
「うん」
2．
会話資料について
の形態と機能
7はい」、「ええ」、「うん」につい
ては、
従来の感動詞・応答詞
．としての研究に加
え、近年日本師教育の方面からの研究が進めら
れるようになった。
北川(1977)では、「はい
」と
「ええ」
の意味の違い ついて、
水谷
(1984、
1988)、
Mayn
a
rd
(1986)城口〈1988)、
松田(1988)では発話末と
あいづちとの関わり、
あいづちの機能について酋及されている
。
また最近では、
談話研究
の進展に伴い、
応答詞の使われる談話の
製を分類した沖
(1993)、
電話の会話におけ
る「はい」
の概
能について述ぺ 熊取谷(1992)、
日本語の授業における訣
．話
標識としての「はい」の機能についてま
とめた村上(
199
3)
のよう
な研究も現れている。
•本
桜では、
それらの研究を踏まえつつ、「はい」、「ええ
」、「う
ん」だけに絞り、
その形態、
横能についてさらなる考察を加えた
いと考える。
なお、
本稿で
は、「はい」、「ええ」、「うん」が単独
で現れる場合だけでなく、「うん、
あっそう」、「ほんと、
うん」
のように「そう」、「ほんと」などと組み合わさる場合も含めて見ていくこと する。
従って以後それらを表す場合は、「はい」、
「ええ
j
、『うん
j
を、
単独で現れる揚合は「はい」
、「ええ」、「う
ん」の記号を用い区別 ことにする。
本稿では、
山根(1992)
の会話脊科を分析し、
検討を試み
-2)る。
AからFの七つの資科は、
すぺて砲 の会話を録音し文字化
したもので、
参加者、参加者の関係および時間は次のとおりであ
る
。
参加者
Aる耶者
(a)
ー箪者の友人(b
)
Bる平者
(a)
ー仕事関係 知
(C)
疎
c
る平者
(a)
ー財団法人勤務 人(d)a^d
疎
Dら牢者の友人(e)ーその母親(f)
e^i
．栽
山
根
a^c
 
年齢
親疎
で3)
a11b
殺
会話時間2分55秒2分51秒4分16秒9分
智
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『 ぇ
ぇ
ご
ぅ
ん
」
が
会
話
始
めに
『はい
l
、
の
形態
的
特
徴
に
つ
い
て
見
に現
れ
る 回
数と
そ
く
こ
と
に
す
る。
Pは
い
l、
「
ぇ
ぇ』、
F
て
い
出
現す
る
か
を問
わ
ん
l
が
発
話
の
ど
の
部
分
に
ず、
現
れた
数
と
そ
の形
態を
列
挙
す
る
と次
の
ょ
うに
な
る。
3
『は
い
l、『え
え
j、
Fう
ん』
の
頻
度
と
形
態
的
特
徴
(1)「はい」
はし‘
はい、 そうです
ぁ、 はい
はいはい
ぁ、 はいはい
ぁ、 はいはいはい
はい
はい、 あっそうです
ねえ
夜料名とその数
Al 
Al 
A 2 
Al 
B51 
B4 
C92 
C 2 
C 2 
D11 
E
細
者 (
a )
1
第
者
の友
人
(g
)
a
v
g
親
10
分
50秒
F
�
節
者
(
a)
ー
節
者
の
友
人(
h)
a
^
h
親
21
分
G
益年
者の
友人
(e
)
ー
そ
の
友人
(•1
)
e=
i
親17
分 20 秒
E4 F21 
合計数
D2 
G4 
F 1 
F 4
B2 ー
0
2
21
ul7
1 
ー
ぁ、 そうですか、
はい
(2) rぇぇl
、、
ぇ又
ええええ
ぇぇぇぇぇえ
ええええええええ
ああ、 ええええええ
ええ
ええ、 そうですそ
うです
(3) rぅんl
B 1 
B 1 
Bl3 C 2 
F20 
F 2 
F 2
F 2 
F 1 
F 1 
52
2
2 
3 
うん
うんうん
うんうんうん
うんうんうんうん
うんうんうんうんう
ん
A54 
A2 
A 1 
D128 
D 7 
D 1 
D 1 
D 1 
El90 
E 3 
E 5 
ElO 
E 4 
Fれ3
F12 
F6 
F 4 
G磁
G31 
G7 
G 1 
G 1 
獄
55
zo
16
6
- 347 -
うん うん
、ああ
G 1 あ、
う
ん
A I F I 
2 
ああ
、 うん
ああう ん
うん
G 1 
G l 1 
ああう ん
、
うんう ん
、
そ
う
か
E 1 ああああうん
うん
うん 、そう G 1 
うん、 あ っそう F 
l 
G 1 2 
G 1 l 
うん
、
そ う
そ
う
F
2 
G I 3 
うん、 そ う そ う
そ
う
F I  G 1 2 
うん、 そ う そ う そ う
そう
A I 
E 1 
2 
うん、 そ
う な
の
うん
、 あ っ そ
うな
の
G I  
う ん、 そう
よ
ね G l 1 
G 1 
う ん
、
そうだよ
ね
E 
1 う ん、 そ
う です
ね
F 
1 う ん、 そ
り ゃ そうよ
ね
D l 
G l 2 
う ん
、 ふ
う
ん
うん、 ま
あ
ね
F 1 
うん、 あ っ
ほん
と
C
】
G 
l 
うんうんうん
、
へ
え
G 
1 
そうそうそうそう そ う
、
う
ん
C 1 
ふうん
、
う
ん
E l  
l 
ほんと、 うん
D l ぁ
、
ほんと
、
うん
E 
G l 2 
そうなんだよそうなんだよ
、
う
ん
E 1 あ、 そう
なの
、
うんうん
F 
I 
あ、 そ
うですね
、
うん
F I 
ね、 うん
(4
)
その他
G 1 
はい、 う
ん
G 
l 
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ここから
7はい
j、「ええ
j、「うん
j
に共通して現れる形態は、
「はい」、「ええ」、「うん」のように単独で
現れるもの、「はいは
ど、 ええええ」のよ
うに「はい」、「ええ」、「うん」が二つ述続
するもの、「あ
、はいはい」、「
ああ、
うん」のよう
「あ」
の後
に「はい
j、「ええ」
、「うん
j
がくるもの、「ええ、
そうですそう
です」、「うん
そうなの」
のように、「はい
j
、「
ええ」、「うん
j
'と
「そう」が組合わさるもの
、の4通りあることが読み取れる。
「はい」、「ええ」、「うん」と単独で用いられる頻度が高いことも共通している。
これに対して相述点として、rはい」は「え
え」
、「うん
j
に比
ベ「はい
はい」のように匝複して用い
られる
回数が少な
いこと
（それぞれの形態に占める重複して現れる形態 割合は、「はい」
6.7%、 ええ」16.3%、「うん」10.1％である） うん
j
は形態の稲類が多く、「ほんと」 ふうん」のような いづちとも追続して用いられると うことが分かる。
さらに「はい
j
だけ
が親疎関係を問わず、
すべての会話資科に現れていることも見て
取れる。
これらから、「はい
j
は冗長性を嫌い単独で用いられることを
好み、・「うん
j
は他のあいづちと
の組み合せも自由で多様性を持
っということが言えるので ない
だろうか。
また「はい」は「ぇ
え」や
Fうん
j
より丁稟という文体差だけでなく、
談話の組み
立てに関わる檄能を持ってい かというこ が推察さ
それではこのような形態を持つ「はい
j、「ええ
j`
「うん
j
は、
発話、
会話ではどの部分に出てくるのであろうか。前発話とのOO
係、「はい
j、「ええ」、「うん
j
の位爵、
及びその機能について瞬
ペてみることにする。4.1．
前発話との関係．
まず前発話、
前発話の末尾が
どのよう
な場合にではい」
、「ぇ
え
j
、「うん
j
が現れるのであろうか。
それについてまとめたもの
が表1である。
「ね」や「て」、「から」などの後に
あいづちが多
く現れるとい
うことは既に指摘されていたことだが、
その外に「うん」
I
「う
ん」、「あ、
そう」ー「うん」のよ
ういあいづち同士の呼応として
現れる場合が多いこと、
名詞の後にも現れることなどが見て取れ
る。
また例
m
、5
のように前発話と一部
、あるいは完全に須複し
ながら現れるものも多いことが分かる（表1の「発話途中」を指す）。
つまり「はい
j、「ええ
j、『うん
j
は、
前発話の形式と呼応
して現れる場合の他に、
相手の話が見えてきた段階、
つまり情報
が共有された段階でも多く現れると
いうことが言える。
れる
。
4．
発話、
会話における「はい
j、「ええ
j、「うん
j
の位置とその機能
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表1 ・前発話、前発話末尾と「はい」、「ええ」、「うんI
前発話、前発話末尾 「はい」 「ええj
発話途中 • 24 6 
「ね」 19 2 
疑問 ・ 確認
「て」
「そうJ
「うん」
「けど」
「から」
名詞
あいさつ ・ きまりことば
「さ」
「の」 6 1 17 
rほんと』 1 23 24 
rぅん」 2 21 23 
注） l.「はい」、「ええ」、「うん」の山現数はそれぞれI�、4l、知、である。3.の（l）、（2)、
(3) の合計数とこの出現数が異なるのは、一発話の発話途中、発話末足に現れる『はい」、
rぇぇJ、「うん」が含まれていないからである。（例①いや、だけど、立ム、まあ ②酋ってた
でしょ、立.!=,,)
2.「ね」、「て」、「けど」、「から」、「さ」、「の」は、発話の末尾がそれで終わっていることを示す。
3.「はいJ、「ええ」、 rぅん」と「そう」や「ほんと」が同時に出てくる発話は、「はいJ、「ええJ、
「うん1に含めている。
rぅん」
141 
合計
171 
122 
4 3 
90 
3
8 
ー 33
 
“ 
67 
5 
55 
72
 
12
 
39 
17 
41 
20 
21 15 2 
29 
143 
97 
80 
78 
61 
48 
43 
38 
36 
32 
24 
注 ） ／ ／
例 m i " で 土 曜 日 行かれない時は日咄日とか
／／って行ってね多
eこ／／うんう
．
／／うん（資料G)
例 ③ g � で も 授 業 があるん／／だよ／／ね
多うん／／
a 
（資科E
)
／ 名 は 二 人の話者の発話の抵なりを示 す 。
さらに「はい
j
だけに顕著に現れる現象とし
て 、 「 え え
j、 「 う ん 」 に 比 ぺ あ い さ つ ・ きまり
こ
と
ぱとの対応の割合が多いこ と がある。例③、
例 い を 見てもらいたい。
例⑥ g ？も し も し
a � は い
（ 預 科 E
)
例いbごてれじゃあね
a；はい
（資科A
)
こ れらの「はい」が会話のどの部分に現れ る かについては4.2．で検討することにする。4
.
2 ．
発 話 、
会 話中 の 位 置とその機能
それでは、「はい
j、 「 え え 」 、 「 うん』は発話
、
会話中においてどのような場所に 現 れ 、
それは
どのような機能を持つであろうか。
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・9
,＇
,
．4
.
2.
1．
発話中の位置とその撓能
「はいj
、「ええ
j`r
うん」の発話中の位研について、(l)単
独で現れる場
合、(2)単独で現れるが前の発話と完全に重複す
る 場 合 、
・(3)一発話の開始部に現れる場合、 (4)一発話の途中
に現れる場合、(5)一発話の末尾に現れ
る湯合に分け、
その回
数について岡ぺてみた。
．
この表から、「はい
j、「ええ
j、「うん」共、
単独の発話として
現れる場合が一番多いことが分かる。
ま た 前 発話と完全に重複し
て現れる、
話者交替に影響 し ない場合も210回に 上 る 。
ここから会
話に
お
ける
r
はい
j、「ええ
j、「うん
j
の最も重要な機能は前発話
受け入れ、
話の主浮権交代に影碍しない会話促進携能であること
ということが言えよう。
次に発話開始部に現れる向、
固のような例を見てみよう。
例③f： あ 、
ほんと
e:つん、
それはいいけどた
だね（資 科 E )
．
例⑱a：もう頭が痛いです
／＜けど／／
h � / ／うんク、
でももうしょうがないですよね（資料F)
これらは、
前発話を受け入れたこと
を 示 す と 同
時に、
その話四
にさらなる話煩を添加し
たり、
展曲させたりするためのきっかけ
になっていると言える。
表2 rはい」、「ええ」、「うん」の発話中の出現位置
「はい」 rぇぇ」 「うん」
141 26 575 
174 
218 
22 
単独
単独（前発話完全重複）
発話開始部
発話途中
発話末尾
合計
発話末尾
例⑨a� え え
cむ
こうは
、
ええ
料C) 砲話もしな く て すいません、
なんか（資
26 
33 
10 
5 
その他ー
7 
．I：それでちょっとなん
かね、
11
、なんか
あん
まり、
11
、
お
か ら
例 ⑱ e ： ぁ 、
そう
2 29 
1,018 
合計
743 
210 
256 
23 
38 
208 43 1,270 
では
数は少ないが、
発話の途
中、
発話末
尾に出現する「は
い
j、 「 え え
j、「うん」 どのよ
うな機能を持っているのであろうか。切から⑬の例で検討してみ よう。発話途中
例ma:たからね
ヽ
g"いまんとこ、
うん
行ってもいいかな
、
みたいな感じしてる
（安料E)
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例⑫g�うん
（資科B)
例閥d�お広い、
広くて／／いらっしゃる／／
a�
多広
い
（資科C)
例oof:あん
たに岡いたら知っ
てるかなあと思ったり／／さ／／
e 
わよ、
うん
（資料D)
/＜のでちょっと、
はい
（資料E)
．a
：そいじゃあそいじゃあ、
うん
．例
⑬a五入変だよね
h:のの具体的なものっていうのがなかなか、
うん
．科
F)
これらは、
発話途中においては、
発話者が自分の発話を確かめ納
得しな
がらなおかつ発話を継統するという合図とし
て、
また会話
の相手に百
いたくないことを「は
j、「ええ」、「うん
j
によって
代用した
り省略する役胡を果たしている。
発話末尾においては、
自分の発話
への納得、
確信、
言いたくないことの代用、
及び省略
．な
どの機能を持って
いると考えられる。
4..
2.
2．
会話中の位置とその攪能
では、
会話全体を見た場合
、「はい」、「ええ」、「うん」
の特徴
はどんなところに
あるだろうか。
『はい」は、
今まで述べて来たように、
会話者同士の親疎関係
（資
／／ある多
に関わらず現れ、
あいさつ・きまりことばと対応する場合が多い。
つまり会話全体で見ると必ず開始部と終結部にその多くが現れるのである。
このこ
とは、『は 」が会話開始の了解、
及ぴ会話終
結の了解の機能を持つことを示すものである。
また例閥
に見られ
るように、
一度中断した会話を再ぴ開始するための、
会話修復の
《ヽ）
概能も持ち合わせている。
例⑭dふ5り、
お待たせいたしました
（安料C)
次に「はい
j、「ええ
j、「うん」、
特に『うん」によく見られた
例⑯、
閥のような発話の組合
せの機能について考えてみたい。
例⑮eごての差領も、
じゃわかったら連絡するわ
f:そうね、
そいでもらうから
・
e�そうねf？つん
（安科D)
例⑯g�いや、
これは学校があるなあとか恩ってね
a�んーいや、
なんか
g�うんatつん、
なんかね、
川崎先生とかも
（資料E)
「はい」、「ええ」、「うん」が
、会
話の中に「うん」ー「うん」、
「そう
j
ー『うん」
のよ
うに対になって現れたとき、
特にそこで
ーつの話のテーマが終結している楊合が多い。単独で現れるより、対になって現れたとき特に話の区切りを示す機能を担っていると考えられる。
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5．
まとめと今後の課題
以上の考察から、「はい
j、「ええ
j
、「うん」の形態と様能につ
いて次のようにまとめるこ ができる。
[1]形態
m
巣独型�「はい」「ええ」「うん」
③”あ＂付加型�「あ、
はい」「ああ、
ええ ええ ええ」「あ 、
うん」など
③”そう＂付加型り「はい、
そうです」「え
え、
そうですそうで
す」「うん、•そう」など
い重複型�「は はい」「えええええ 」「 んうんうん」など
[「はい
j
は「ええ」、「うん
j
と比べ少ない〕
囮その他�「うん、
まあね」「ほんと、
うん」など
[2]会話中の位置と機能「はい」、「え
j、「うん」は
、単に肯定の意味を持つ応答詞と
いうよりも、
会話の中の位霰においてさまざまな機能を持つ
。ま
た「はい」と「え
j
と「うん
j
の違いは、
単に丁穴‘度の述いだ
けでなくその形態、
会話における機能の違いなど様々な面に及ぶ。
今後より多くの資料にあたることによって
今回の分析で得た型
と機能の関係の不充分な点を補うと共に、
他のあいづちと会話の
oo
係についても究明していきたいと考える。
注m 同 様に「ほんと」、「そう」などの場合も
Eほんと
j、「そう」
は「あ、
ほんと」
、「そうだよね」などの形も含む。
②山根(1992)の資科では、
短＜発話される「うん」と只め
に発話される「うん」を「うん」、「う1ん」と分けて表記しているが、
本稲では同じ「うん」として取り扱う
。「はい」、「ええ」
についても同様である。③「a11b」は同年齢、「avb」はaの方がbより年齢が高い
、
「aAb」はa
の方がbより年齢が低いことを表す。
(1)単独型
I 
前発話
「はいJ or「ええJ or rぅんj ISl 
1)前発話末尾が「ねJ、「て」などの時
横能：①会話継続、 促進 ②あいさつ・きまりことば、
疑問・確認への応答
「はい」に特別に見られる様能・・①会話1片l始の了解
②会話終了の了解 ③会話修復
2)前発話が「うんJ、「そうJ、「ほんと」などの時
横能：①会話を区切る
(2漉紐型
＇ 
前発話
「はいJ or rぇぇJ or rぅんJ、 ・・・・ (61
機能・・①前発話受け入れ了解↓添加・展1月
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④ 熊 取 谷 ( 1 9 9 2 ) も 「はい」の談話終結の機能について指 摘し ている。⑥「「はい」0r「ええ J
o r 『うん』」は「はい」、「ええ
j、「うん」
の一部が現れることを示す。⑱ 「
. . . 
」はそこに発話があることを示す。
(3)菰なり型（完全煎複／一部重複）
前発話 II II
II 「はい」or rぇぇ J or「うん」 II
機能・・①会話継続協力 ②情報共有
(4)埋．め込み型
前発話
... rはい」or「ええ」or rぅん」 ．． ．． 
機能・・①納得、 確認 ②言いたくないことの代用、 省略
話促進のステップ ④発話継続指標
(5)末尾型
③発
前発話
・・・・・、「はいJ or「ええJ or「うん」
②納得 ③共感依頓 ④代用、 省略機能・・①確信
了指標
⑤発話終
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